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催
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今年の水難事故の状況を振り返り、
構成機関の活動について報告・情報共有を行います。

　令和６年度第２回静岡県水難事故防止対策協議会を開催します。
　今回の協議会では、今年の水難事故の状況や、構成機関の取組等の報
告・情報共有を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 記

１ 日 時　　　令和６年11月25日（月）　午後１時30分～

２ 場 所　　　静岡県庁別館５階　危機管理センター（西）

３ 構成機関　静岡県、静岡県警察本部、静岡県消防長会、
　　　　　　　　　 清水海上保安部、下田海上保安部、御前崎海上保安署、
　　　　　　　　　 静岡地方気象台、静岡県赤十字水上安全奉仕団、
　　　　　　　　　 静岡県ライフセービング協会　等
　　　　　　　　　
４ 議 題　　  （１）夏期における気象状況
　　　　　　　　　（２）夏期における水難・海難事故発生状況
　　　　　　　　　（３）今年度の活動実績
　　　　　　　　　（４）御浜海水浴場外で発生した事故について
　　　　　　　　　（５）その他
　　　　　　　　　

５ 表 彰（感謝状の贈呈）
     議事に先立ち水難事故防止の普及啓発に関して顕著な功績があった
　 １名、２団体を表彰します。

　（１）個人

     受賞者：伊藤　俊輔（いとう　しゅんすけ）

     　 功績：警察の警備艇船長として勤務し、清水港を中心とした海上パト　　
　　　　　　　 ロール、関係機関との合同訓練や広報活動を積極的に行い、
　　　　　　　 海上における水難事故防止に努めている。
　　　　　　　 また、港内立入り禁止場所に侵入する不法侵入被疑者を検挙　　
　　　　　　　 するなど、その功績は顕著である。



　（２）団体

     受賞者：富士山清水港クルーズ株式会社

     　 功績：長年にわたり、海の安全運動の期間中、清水港内遊覧中におい
　　　　　　　 て、ライフジャケットの常時着用等に係る船内放送を精力的に実　
　　　　　　　 施した。
 　　　　　　　また、「海の安全運動実施中」の横断幕を設置して同運動の効率
　　　　　　　 的な周知活動等を展開した。

　　受賞者：一般社団法人　ふじさん駿河湾フェリー

     　 功績：長年にわたり、海の安全運動の期間中、カーフェリー「富士」にお
　　　　　　　 いて、ライフジャケットの常時着用等に係る船内放送を精力的に　
　　　　　　　 実施した。
 　　　　　　　また、「海の安全運動実施中」の横断幕を設置して同運動の効率
　　　　　　　 的な周知活動等を展開した。
　　　　　　　　
　
６ 参 考（１月から９月までの事故発生状況）
・ 事故発生件数は38件、事故者総数は39人
　（前年同期間との比較で発生件数14件減、事故者数18人減）
・ 死亡者は13人、負傷者は５人

　（前年同期間との比較で死亡者２人減、負傷者は８人減）

　【発生件数等】（１月～９月）
内訳年次 発生件数 事故者総数

(人) 死亡者 行方不明者 負傷者 無事救出
令和６年

※ 38 39 13 1 5 20
令和５年 52 57 15 0 13 29

※令和６年の数値は速報値


